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4 月もあっという間に半分が過ぎましたが、新生活は落ち着いてきましたか？ 

キャンパスは学生の笑顔や賑やかな声で溢れ、「大学らしい」光景が戻ってきて、私た

ちスタッフも嬉しく感じています。 

ボランティアセンターにも、ボランティアに興味をもっている新入生、動き出したい 2

年生。新しい社会との繋がりを求める 3 年生。そして以前からボランティアセンターに関

わっていた学生たちが連日たくさん足を運んでくれています。 

「どんなことができますか？」 

その声に私たちもつられるように元気づけられ、活力をもらっています。 

ポジティブな思いは「連鎖」します。笑顔も同じように「連鎖」します。 

そんな「繋がり」を大切にするボランティアセンターでありたいです。 

さぁ、4月後半戦、頑張りましょう 
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（１）ボランティアセンターよりお知らせ

==================================================================

☆ボランティアセンターってどんなところ？☆ What’s ‘Volunteer center’?

ボランティアセンターは、ボランティア情報の提供、ボランティアに関する相談

ボランティア活動のプログラム企画運営などを行う部署です。

学生の皆さんの話に耳を傾け、一人ひとりに向き合った「学生支援」をしています。

コーディネーターと対面 or オンラインで面談も可能です。

あなたの「やりたい」「知りたい」を全力でサポートします！

Where?  池袋キャンパス 5号館１階、新座キャンパス 7号館 2階 

When? 

月～金 9:00～17:00 

土曜日 9:00～12:30（新座キャンパスは原則として閉室です） 

※日、祝日および授業休講日は閉室

※休日授業日は、月～金、土の各曜日通りに開室

ちょっと詳しく…ボランティアセンター（通称ボラセン）とは…？ 

私たちは大学の「社会連携教育課」という部署に所属しています。 



以下のように 4 つに分かれて学生が「社会」と関わり、現場で学ぶための支援をしていま

す。スタッフ全員が意識しているのは「共に生きる」という理念です。 

こうしてさまざまな角度から皆さんの「第一歩」を支援しています。 

ぜひ、皆さんも「ボラセン」に一度足を運んでみてください☆ 

 
＜4 月以降のボランティアセンターの利用上の注意について＞ 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/_layouts/15/Vc5.Spirit.PortalV2/Post.asp

x?ID=00036555 

 

☆ボランティアサークルによるオンライン説明会 WelcomeWeek 開催のお知らせ☆ 

 

「ボランティアやってみたいけど、どうやって始めればいいの？」 

「大学生活で、社会と関わってみたいな」 

「ボランティアサークルって、どんなことをしているの？ 

 どんなものがあるの？」 

 

そんな想いや疑問を抱えているみなさん 

ボランティアセンターでは、1年生・2年生を対象に「オンライン Welcome Week」を 

実施します 

立教大学にはボランティアセンターが支援している 18 の学生ボランティアサークルがあり、

それぞれの現場で活躍し、社会と繋がりを深めています。 

活動の範囲も、福祉・教育（こども）・環境・震災復興・国際・・と多岐に渡ります 

 

1 人じゃ飛び込むのに躊躇してしまうかもしれませんが、「仲間」と一緒に活動する、そ

んな入口もあります 

皆さんもぜひ先輩たちの話を聞いてみませんか？ 

1 年生はもちろん、まだサークルに入っていない 2年生もぜひ活用してください。 

人と繋がりたい、社会と関わりたい皆さんのご参加をお待ちしています 

 

 日時 4/26(月）～5/10(月） 計９日 

    12：35～13：20 (45 分) ※12:30 より入室可 

 方法：zoom によるオンライン 

 対象：新 1年生、新 2年生 

   事前申し込み制 （「立教時間」より申込）前日 17時〆切 

   参加希望者には当日午前 10時までに URL を送付 

   氏名の表記は任意（ニックネームでも可）、カメラの OnOff も任意 

    

4/26（月） PRC（国際）      B.S.A 第 8 支部（総合） 

4/27（火） Frontiers（復興支援）  Three-S（復興支援） 

4/28（水） 立教大学献血運動の会（総合）  Bambino（教育） 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/_layouts/15/Vc5.Spirit.PortalV2/Post.aspx?ID=00036555
https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/_layouts/15/Vc5.Spirit.PortalV2/Post.aspx?ID=00036555


4/29（木） 立教大学 YMCA（総合）  RESC（立教大学教育研究会）（教育） 

4/30（金） アジア寺子屋（国際）       堀の内セツルメント（教育） 

5/5（水） 手話サークル HandShape（福祉） 

5/6（木） パフォーマンスサークル どりぃむ・ぼっくす（福祉） 

G.F.S(総合） 

5/7 （金） R.S.C.C（海岸清掃サークル）（環境） 

REPC（立教エコキャップ推進委員会）（環境） 

5/10 （月） 日曜学校さゆり会（教育） 

 

 
 

================================================================== 

（２）立教サービスラーニング（RSL）センターよりお知らせ 

================================================================== 

 立教サービスラーニング（RSL）センターは、本学の建学の精神を土台として 2016 年度

に設立した、学外（様々な現場）での教育プログラム（授業）を全学共通科目で提供する

組織です。ボランティアセンターとも協力・連携しながら、シティズンシップ教育を展開

しています。ぜひ、RSL 科目を履修して、フィールドに飛び出してみてください！ 

 

【2021 年度春学期から始まるおすすめ科目について】 

・「RSL-グローバル（SDGs）」 

陸前高田市と国内外の国連機関で活動し、SDGs について学びます。 

（陸前高田市と NY・ジュネーブの国連機関における活動については、オンライン形式で

実施します） 

・「RSL-プロジェクト・プランニング」 

国内５団体の中から一つを学生自身が選んで参加し、現代社会の諸課題と向き合います。 

＊両科目とも、新型コロナウイルスの感染状況によって、授業内容が変更となる可能性が

あります。 
 

※どちらも春学期からスタートする実践系科目（「その他」登録）です。 

科目説明会を開催しますので、履修を希望する方は必ず参加してください。 

申込は「立教時間」で「RSL」と検索！ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

【その他】 

・ホームページ：https://spirit.rikkyo.ac.jp/rsl/SitePages/index.aspx 

 →ホームページをリニューアルしました！ 

履修者の声や学生の体験談も掲載しています！サインインしてのぞいてみてね。 

・Twitter   ：@rikkyo_rsl 

 →RSL に関する最新情報を発信しています。Check してね☆彡 

 

================================================================== 

（３）陸前高田サテライト・東日本大震災復興支援関連情報 

================================================================== 

 みなさん、こんにちは！陸前高田サテライト事務局です。 

新学期が始まりましたね。今回も引き続き、この 3月に卒業を迎えた立教生に、東日本大

震災からの 10年、そして東日本大震災と関わる活動に取り組んだ 4年間の体験談を寄せ

ていただきました。後半は 4月 4日（日）に開催したオンラインイベントのご報告です。 

これからでも参加できる活動はまだまだありますよ！  

 

*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜ 

“人”の魅力の虜になった       

渡辺健吾さん（2020 年度卒（執筆当時、社会学部 4年）） 

*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。 

 

はじめまして！私は、東日本大震災復興支援団体 Frontiers で代

表を務めていた渡辺健吾です。私自身、この大学生活で最も多く

の時間を費やしたことが、Frontiers での活動です。 

先日、東日本大震災から 10 年を迎えました。震災が発生した

2011 年当時、私は小学校 6年生で静岡県に住んでいました。その

時間は下校中で、本震の揺れを感じることもなく、いつも通り帰

宅しました。リビングに入ると、母と妹が、家々が黒い何かに飲み込まれる様子が映し出

されたテレビの画面にしがみついていた光景を、今でもよく覚えています。 

その後、東京に引っ越してきてから、中学・高校と、特に被災地との関わりのない暮らし

を送っていました。大学入学前の私の頭には、大学生といえばボランティアというイメー

ジがあり、「なんでもいいからとりあえずボランティアをやってみたい」という、漠然と

した思いがありました。 

入学後、新歓期間に「東北の被災地に行ってみよう！」と書かれた手書きのチラシをたま

たま受け取って、「とりあえず一度行ってみよう」と思い、Frontiers に入りました。被

災地の中でも、主に宮城県気仙沼市唐桑町と岩手県陸前高田市を訪問する「唐桑ツアー」

をメインの活動としている団体でした。 

最初は、現地の復興状況を自分の目で見たいという軽い気持ちで現地へ行きました。実際

に行ってみると、何より“人“に驚かされました。被災地の人なのになぜこんなに明る

く、初めて会った自分に対してこんなにもウェルカムなのか。初めて被災地に足を踏み入

れた私からすれば、不思議で仕方がありませんでした。 

そのような“人”の魅力の虜になり、3年の冬まで、夢中になって活動を続けました。正

直に言って、誰もがイメージできるような復興支援活動をしてきたわけではありません。

とはいえ、旅行をしに行っていたわけでもありません。震災発生から月日は流れ、普遍的

な意味での復興支援活動の必要性が薄れてきた中、自分たちは復興支援団体という看板を

背負って、一体何をしていけばいいのか。自分は現地の方々にとってどのような存在であ

るのか。それが 3年間を通して感じた難しさであり、面白さでした。 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/rsl/SitePages/index.aspx
https://twitter.com/rikkyo_rsl


 

私が皆さんにお伝えしたいことは以下の二つです。 

一つ目は、現場主義にこだわることです。震災の揺れすらも体感していない私の場合、全

てがイメージでしかありませんでした。ただ、一度足を運んだことで、イメージではなく

現実を知ることができました。ぜひ皆さんにも、その感覚を味わって欲しいです。現在の

状況下ですぐにというのは難しいと思うので、行けるようになったらそのときに行ってみ

る、くらいの感覚で考えていいと思います。もし「今すぐに何かやりたい！」と考えてい

る方がいれば、ぜひ一度ボランティアセンターの職員の方に相談してみてください（私自

身もこれまでボラセンの方には何度も相談に乗ってもらいました）。 

 二つ目は、被災地における自分の存在価値を考えるということです。何かを一緒に作る

のか、現地で得た情報を東京で発信するのか、あるいは決まった時期に会いに行くのか。

「現地の方々に求められていることは何か？」といったことに目を向けることで、自分に

は何ができるのかが見えてくると思います。 

 ぜひ自分ならではの被災地との関わり方を見つけて、オリジナリティあふれる大学生活

を送ってください。 

 

気仙沼市唐桑町で出会った馬場国昭さんを囲んで。馬場さ

んの魅力の虜になった人たちが全国からこの「カエル塾」

に集まってきます。 

 

 

 

 

 

※東日本大震災復興支援団体 Frontiers  

https://twitter.com/rikkyofrontiers 

https://www.instagram.com/wearefrontiers/ 

 

*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜

陸前高田イタルトコロ大学第 1回オンラインイベント 

「宿泊業の今 and beyond」を開催しました。 

*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜ 

 

立教大学が岩手大学と共同運営している交流活動拠点「陸前高田グローバルキャンパス」

では、陸前高田市内外の住民や組織団体等の方々の持つニーズ（求めていること）と全国

の大学生や大学教員等のシーズ（「やりたい！」という気持ちや提供できること）とのマ

ッチングを図る「陸前高田イタルトコロ大学」を立ち上げました。 

 

2021 年 4月 4日（日）、第 1回オンラインイベント「宿泊業の今 and beyond」（主催：

陸前高田グローバルキャンパス陸前高田イタルトコロ大学企画実施委員会）を開催、運営

側やゲストも含め 17 名の方々にご参加いただきました。 

 

コロナ禍で大きな影響を受けている業界のひとつに宿泊業があります。今回のイベント

は、陸前高田市内で宿泊業に関わる方々から、いま何を感じているのか、どのような動き

をされようとしているのかについて教えていただきながら、大学生や大学関係者等とのコ

ラボレーションの可能性を模索していくことを目的に開催しました。 

 

当日は、地元参加者の方から話題を提供していただいたのち、大学生はどのように関わる

ことが出来るか等をテーマにグループワークを行いました。地元参加者の方から、防災イ

ベントの開催や避難経路アプリの開発、地元特産のりんごを使った日本酒開発など次々と

アイディアが飛び出し、大学生らと共に活発な意見交換が行われました。 

https://twitter.com/rikkyofrontiers


  

【地元参加者・話題提供者】 

古谷恵一さん（陸前高田イタルトコロ大学地元サポーター委員・マルゴト陸前高田） 

溝渕康三郎さん（陸前高田イタルトコロ大学地元サポーター委員・長谷川建設） 

菅原ひとみさん（民宿沼田屋・女将） 

 

【参加者の所属大学】 

岩手大学、立教大学、帝京大学、仙台白百合女子大学の学生・教職員 

 

 
 

【陸前高田イタルトコロ大学 登録者募集中！！】 

https://rtgc.jp/wp-content/uploads/2021/03/e48b5484351ecd33b19e39aab3bea9c3.pdf 

※学生団体、研究室、ゼミ単位での登録をお願いします。個人での参加を希望する場合

は、以下までお気軽にご相談ください。 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 

＊お問合せ 立教大学陸前高田サテライト事務局 rrs@rikkyo.ac.jp 

＊陸前高田サテライトの取り組みを発信中 

公式 Instagram（@rikkyo_rrs）https://www.instagram.com/rikkyo_rrs/ 

＊『陸前高田プログラムガイド』 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/rikutaka/SiteAssets/program_guide.pdf 

 

（編集：ボランティアコーディネーター／茅） 

 

------------------------------------------- 

立教大学ボランティアセンター 

------------------------------------------- 

◎池袋キャンパス 

 場所：５号館１階 

 開室時間：月～金 ９：00～17：00 

       土曜日 ９：00～12：30 

◎新座キャンパス 

 場所：７号館２階 

開室時間：月～金  ９：00～17：00 

 

 

◎ホームページ 

http://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/support/extracurricular_activities/volunteer.

html 

◎メールアドレス 

volunteer@rikkyo.ac.jp 

◎TwitterID @rikkyo_volucen 

http://twitter.com/rikkyo_volucen/ 

mailto:rrs@rikkyo.ac.jp
https://www.instagram.com/rikkyo_rrs/
http://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/support/extracurricular_activities/volunteer.html
http://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/support/extracurricular_activities/volunteer.html
mailto:volunteer@rikkyo.ac.jp
http://twitter.com/rikkyo_volucen/


◎Instagram 

https://www.instagram.com/rikkyo_vc/?hl=ja 

配信停止を希望の場合は以下の Google Form を送信してください。 

https://forms.gle/xFtZVvd94Je1nJwm7 
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